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査では，肝内結石症の確診がつかず， EC豆O.guided 
PTC により末椙胆管を穿刺造影し， 左葉に摂局する西
村一型の肝内結石症できちると確診し，肝左葉切除にて完
治しえた。 ECHOguided PTCは肝内結石症の診断と
治寮方針の決定には不可欠な検査法であると強読する。 
39. 雪平港筋肉腫の 2例
谷司f設志，三好弘文，赤井寿紀
〈薫谷総合〉
今回，我々は70議女性で胃外性に発育した胃平謂筋肉
腫2例を経験した。症例 2においては有茎性に17x13x 
9cmと発育していた。有茎性巨大胃平揖筋肉腫につい
て，文献的考察を加えた。痘剖 2の主訴下腹部腫癌は主
訴の中でまれであった。又両症例共に腹部エコー検査を
施行し，胃平滑筋肉腫の形態的診断に有効であった。 
40.エーん 1)ッヒ複水癌纏胞に対する温熱察法の基護
的研究
向井稔，尾時正彦，山本宏
(塩谷病院〉 
DDNマウス， 4適齢舎を用いて，エーノレジツヒ腹水
癌組抱に対する還熱療法の効果を，生存率，平均生存日
数，及び、移撞腫蕩の体積増殖に及ぼす影響について検討
し，以下のような結論がでた。 440C，20分間の湿熱療法
単独で誌，効果が認められなかったが，免疫及び化学療
法との合併群では，著携が認めちれた。また，温熱処理
された癌締癌は， 免疫化学療法剤の Damageを受けや
すいと考えられる。 
41.異時性 (9年〉大揚重複癌の 1治験例
武藤護彦，中村武(中村宗院〉
症例， 50議，♀，主訴，右下腹部高，昭和54年 6月訪
日来院，食欲良好，貧血(一)，体重減少(一)，要潜卑
(十+t)，右下援部に腫癌触知，既往竪， 9年5カ月前に当
院にて上行結腸の癌及び、ポリーフ。にて回盲部切除講を受
ける。注腸造影，大腸ファイバーにて結腸重複癌と診
断，結腸右半切諒術施行。組織型は共に膿癌であった。 
42.法化筈粘膜下撞霧の 4例
斉藤登喜男，野村膚ー，平野和哉
大久保恵司 (県立東金〉
滑化管粘摸下撞蕩辻，比較的まれな疾患であるが，最
近食道結膜下腫蕩 2例(1例核出荷， 1例経過観察中)， 
小腸粘膜下麓壌(1例胃切除侃 1例腸切除箭)を経験
した。組織学的にはいずれも平滑筋腫であった。密前平
請筋麓と診断された症例法食道平滑筋謹の l鰐であり語
家の報告でも診新率辻低f直を示している。 
43.陣器様担嚢の E椀一特にその超音波橡の診断的謡
イ直について
浜野頼i逢，深町信一(深町病院〉
症剖は78歳の女性。主訴は右季劫部痛。胃レントゲン
検査で十二指腸球部外視!lに斑紋状石灰花陰影があ担。超
音波検査で陣器議題嚢の特徴を示した。昭和54年 8月22 
5胆嚢射出衛撞行。 担嚢は，大きさ 5x3.5x 3 cm，色
は灰自色，体底部が陶器様に喪く記厚し，担嚢内には辻、
結石を認めた。本邦54例呂であった。 
4.門訴合{井場徐!こより切除し得た露頭部癌の 1例
浅野武秀， 西村明， 大森幸夫
中野喜久男，藤田昌宏，高播秀禎
本田一郎 (千葉県がんセンター〉
大津裕司〈放軍研〉 
49歳男子の棒頭部癌丹脹浸潤に対し，門!lm5 cm合併
切除によ担捧頭十二指腸切除箭施行し得た。当科捧癌非
切除例の関説黒射群10{7U平均生存 8月11日は対称群11伊i 
4丹5日;こ比し有意に延命したがs!界もあり穣極的手衝
を強調したい。ラットでの門鹿遮新実験結果も述べた。 
45.進行癌患者の IVHによる管理経験
中村宏，大西接光，爵幸雄
丸山達輿 (JJI鉄病院)
昭和52年6月より当院にて治療した消化器癌患者は 
190剖で， そのうち 39例が IVH管理を受けているが，
進行癌患者に対するものは34例であった。そのうち抗癌
剤併用によ P癌治療に有効であった 2例について換討を
加えた。その結果 IV五は進行癌患者の治療の一環とし
て，その適応を選んで行えば，抗癌剤投与に際し存力な
補助療法となり得ることを再認識した。 
46.乳腺腫蕩の超音波診断法(第 2報)
丸山達輿，中村宏，関幸推
大茜盛売 ()!I鉄病読〉 
1977年 4月から1979年10月迄に扱った，超音波隣屠法
症例のうち42例について分析を行った。輪郭，反射量，
底面エコー， 内部エコー， tadpole-tail sign，acoustic 
middle shadow signで良性悪性を判定した結果，良性
例21例中正診20伊U，false positive 1例，悪性例区例中
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正診19倒， false negative 2 1f~の成績を得た。 
47.食道静寂謹出血f9!Jに対して経皮経肝門騒塞栓術を
撞行した 3症額i
蜂巣志，榎本和夫，鈴木重人
柏原英憲，境山鐘蕗(国立佐倉〉
桜庭宥提(千大〉
高安賢一(国立千葉〉
症例は吐車を主訴とした肝硬変例 3例である。食道パ
ノレーン止車の後に PTOを施行した。止血法は50%ブド
ウ糖， トロンピン，ゼノレフォームを使用し 1併でスフ y，0 
ングコイルを使用した。内視鏡的には 1備で治癌し 2例
で軽挟した。 
48.上車部手誌にませする肪膏弓詞大関叡器の梗吊経験
折居和雄，高瀬靖広，轟 鐘
更科広美，竹島徹，尾碕梓
深星立，同村監夫，岩崎洋治
〈筑波大〉
我々の肋骨弓関大関創器の紹介を行なった。この開創
器は手指台を支持台とし， 2本の支持棒および2倍の鋳
を有する横棒よ Fなっており患者の肋骨弓の関大挙上を
行なうことにより上腹部の良好な視野が得られp 手術操
作も安全かっ確実に行ない得た。その一応用傍として膏
上部癌に対する縦踊内食道空揚吻合術を紹介した。 
49. Vasopressin全身投与による消化管出血の保存的
止車法
大矢和党，広田和俊，広田雅昭
(広自胃揚病院) 
Vasopressin 100Uを末梢静脈より 0.2じ/minの速度
で投与することにより 60.4%の症例に効果を認め，疾患
別に有効率をみても差異は認められなかった。さらに内
視鏡による出血血管薙認の有無により検討したが，有効
日の10，.3率に差異はみられなかった。一方，再出血が 
短期間のうちに， 20.7%に認められ，保存的止血法の隈
界を感じさせられるが， Poor risk例には積極的に施行
したい方告である。なお爵作毘は 48例中徐~1例，乏尿 
2例であった。 
50.下薮慢性陸車性血行障害に対する血行再建術
西沢亘，田宮達男，北j[[素
(匡立千葉)
下設の漫性誼血性皐行i毒害患者は近年増加額向を示
し，主訴?玄関欠性鼓行のみではなく，病状の悪北により
虚血栓潰蕩，安静詩疹請を{半1へさらに虚車4性壊死のた
め肢・ 1i!上切断を施行せざるを得ない場合が少なくない。1
最近5年間にわれわれが取り扱った下肢の護性患血性疾
患は61例(全動脈系疾患の52.1%)で，内訳は閉塞性血
栓性動脈炎 (TAO)26例， 閉塞性動脈硬化症 (ASO) 
22例，大動脈一腸骨動販問塞症 (AIO)10倒，その他3
街であった。 TAOの約半数は腰部交感神経節切除によ
り愁訴は改善されているが，腰交切・血栓除去術を施行し
ても下肢・駈切断に至ったもの辻23%あった。 ASOは
腰交努・血栓内膜摘除術等により改善されているが，来
院時既に下肢の壊死が進展して単純下肢切新が13%であ
った。 AIOは車栓内摸橋徐術 14肢，バイパス 1肢で，
肢に再開塞を認めた。1年の遠隔成績で6，.1術後 
51.荏原病震における大腸手術倒の検討
矢沢知海〈荏原病読)
荏涼病読勤務以来の 3年 6カ月間の喪部手衛症例は 
991併で内訳は胃癌 131例，大腸癌 109例でこれは最近の
傾向を示し，大腸疾患が増加している。特に結揚癌は腸
爵塞を記して来院する場合も少くなく，これら辻注湯に
より病変部位を診断すべきで為る。また，最近慧室の穿
孔例が増加しているので，この治療を述べる。 
52.当韓iこおける急性腎不全症俄
場田後te:，入江康文〈千葉社会保険)
小高通夫，平沢博之，小林弘忠
大]fI昌権，添田耕司，菅井桂誰
林春幸 (千大・二外) 
1971年 7月以来14例の急J註腎不全を経験した。 9例が
帯化器疾患に関連するもので，その内に胆管炎3例，悪
性麗蕩3例を含む。 14釘中1例記透析療法を施行 (H.D. 
8，P.D. 3，D.H.P.十 H.D.1)，4簡が亮亡。 3例は
保存的に治癒，全体の救命率は71.4弘であった。 
53.胃全摘食道十二指腸摺空揚有茎移植篠術式の 2， 
3(})工夫について
御子柴幸男〈社会保険山梨)
胃全捕後の再建衛式として我々の病院では，食道十二
指揚需空揚有茎移植術を第一選択として居 9最近6年間
に37症例を行っている。この様式について移植腸管のと
り方，吻合方法，また簡便な空揚痩の作成法等について
私の工夫した点を述べ，また適応についてもかなり拡大
した考え方を述べた。
